
第第１１回回鹿鹿野野地地域域振振興興会会議議  
 
       日時 令和３年４月２３日（金）午後１時３０分～ 

           場所 鹿野町総合支所  会議室 
 
１ 開 会 
 
２ 委嘱状 交付 
 
３ 支所長あいさつ 
 
４ 自己紹介                    裏面名簿参照 
 
５ 議  題 
（１） 会長、副会長の選出について 
 
（２） 地域振興会議の役割及び令和３年度開催スケジュールについて 

   資料１ 
 
（３） 令和２年度の取組みの進捗状況及び令和３年度に向けての課題・取組み 

及び関係予算について                  資料２ 
 

（４） 「鳥取市新市域振興ビジョン」推進計画について      資料３ 
 
（５） 「鳥の劇場」の活動拠点の今後について          資料４ 
 
（６） その他              
 
６ 報告事項 

行事経過報告及び今後の予定         資料６（当日配布） 
 

７ その他   
    鷲峯山麓ハーフマラソンについて             資料５ 
 
 
８ 閉 会 
 

次回開催日時 令和３年５月  日（ ）  時  分～ 
              場所             
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鹿野地域振興会議委員一覧表
  (任期：令和3年4月1日～令和5年3月31日）
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選出
区分



  
 

 
 

地域振興会議の役割等について 
 
１ 設置の目的 

○ 各地域の資源や特性を活かした更なる地域活性化 
○ 本市の一体的な発展に資する対象区域の振興 
○ 地域課題を地域ぐるみで解決していく、協働のまちづくりの視点の継承 

 
２ 所掌事項（審議事項） 

○ 本市の一体的な発展に資する対象区域の振興に関する事項について、市長
の諮問に応じ、答申すること 

○ 対象区域の振興に関する事項について、調査及び審議をすること 
○ 上記２点について、市長に意見を述べること 

 
３ 委員の任期 

○ 委員の任期は２年（再任は妨げない） 
 
４ 会 議 

○ 各地域での会議 － 概ね年６回の開催を予定 
  ※開催方法は単独又は合同（ブロック会議等） 
  ※合同会議は共通の議題を設定し、必要に応じて開催します。 
 ○ 会長会 － 年２回（８月、２月）の開催を予定  
  ※これ以外にも必要に応じて随時開催します。  
  ※会長会の役割等は、次のとおり 
   ・各地域の振興と鳥取市の一体的な発展を目指す立場で、市長と意見交換

を行なう。 
   ・各地域振興会議の運営状況などについて、連絡及び情報交換を行なう。 
 
５ 会議内容の公開･情報の提供 
○ 会議は公開とする。ただし、議長が会議に諮ったうえで非公開にできる。 
○ 会議内容は公表し、住民の意向を把握し、会議に反映していく。 
○ 住民の意向を把握した、客観的な広い視野でのオープンな議論が必要 

 
６ 設置期間 

○１０年間（令和７年３月３１日まで） 
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資料１



   鳥取市地域振興会議条例

 （ 設置）

第１条 地方自治法（ 昭和２２年法律第６７号） 第１３８条の４第３項の規定に基づ

き、 地域振興会議（ 以下「 振興会議」 という。） を置く 。

 （ 名称及び対象区域）

第２条 振興会議の名称及びその対象区域は、 次のとおりとする。

名  称 対 象 区 域

国府地域振興会議 合併前の岩美郡国府町の区域

福部地域振興会議 合併前の岩美郡福部村の区域

河原地域振興会議 合併前の八頭郡河原町の区域

用瀬地域振興会議 合併前の八頭郡用瀬町の区域

佐治地域振興会議 合併前の八頭郡佐治村の区域

気高地域振興会議 合併前の気高郡気高町の区域

鹿野地域振興会議 合併前の気高郡鹿野町の区域

青谷地域振興会議 合併前の気高郡青谷町の区域

２ 前項の表において「 合併前」 とは、「 平成１６年１０月３１日現在」 をいう。

 （ 所掌事務）

第３条 振興会議は、 次に掲げる事務を所掌する。

⑴  本市の一体的な発展に資する対象区域の振興に関する事項について、 市長の諮

問に応じ、 審議し、 答申すること。

⑵  対象区域の振興に関する事項について、 調査及び審議をすること。

⑶  前２号に定める事項について、 市長に意見を述べること。

２ 振興会議は、前項に定める事項について答申し、又は意見を述べるに当たっては、

対象区域の住民の意向把握に努めるものとする。

 （ 組織）
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第４条 振興会議は、 それぞれ委員１２人以内で組織する。

２ 委員は、 対象区域に住所を有する者若しく は勤務している者又はこれらに準じる

者（ 対象区域の出身者等をいう。） であって、次の各号に掲げるもののうちから、市

長が委嘱する。

⑴ 自治会、 まちづく り協議会等の役員の職にある者

⑵ 学識経験を有する者

⑶ 公募により選任された者

 （ 任期）

第５条 委員の任期は、 ２年とし、 再任を妨げない。 ただし、 欠員を生じた場合にお

ける補欠委員の任期は、 前任者の残任期間とする。

 （ 会長及び副会長）

第６条 振興会議に会長及び副会長を置き、 委員の互選によりこれを定める。

２ 会長は、 会務を総理し、 振興会議を代表する。

３ 副会長は、 会長を補佐し、 会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、 その

職務を行う。

（ 会議）

第７条 振興会議の会議（ 以下「 会議」 という。） は、次の各号に掲げる場合に会長が

招集する。

⑴ 市長又は会長が必要と認めるとき。

⑵ 委員の４分の1 以上の者から招集の請求があるとき。

２ 会長は、 会議の議長となる。

３ 会議は、 委員の過半数が出席しなければ開く ことができない。

４ 会議の議事は、 出席委員の過半数で決し、 可否同数のときは、 議長の決するとこ

ろによる。

５ 会議は、 公開とする。 ただし、 議長が必要と認める場合は、 会議に諮ったうえで

公開しないことができる。
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６  市長又は振興会議の会長が必要と認めるときは、 各振興会議の意見の調整及び協

議のため、 各振興会議による合同の会議を開催することができる。

 （ 委員以外の者の会議への出席等）

第８条 振興会議は、 必要があると認めるときは、 当該振興会議の委員以外の者に対

し、 会議への出席を求め、 必要な説明若しく は意見を聴き、 又は資料の提出を求め

ることができる。

 （ 答申及び意見の尊重）

第９条 市長は、 振興会議の答申及び意見を尊重し、 本市の一体的な発展及び対象区

域の振興に努めるものとする。

 （ 議会に対する報告）

第１０条 市長は、 第３条第１項第３号の規定に基づき述べられた意見について、 必

 要と認めたときは、 これを議会に報告するものとする。

 （ 設置期間）

第１１条 振興会議の設置期間は、 平成２７年４月１日から平成３７年３月３１日ま

でとする。

 （ 庶務）

第１２条 振興会議の庶務は、 各総合支所の地域振興課において処理する。

（ 委任）

第１３条 この条例に定めるもののほか、 振興会議の運営に関し必要な事項は、 振興

会議が別に定める。

   附 則

（ 施行期日) 

１  この条例は、 平成２７年４月１日から施行する。 ただし、 次項の規定は、 公布の

日から施行する。

（ 準備行為）

２ この条例の施行後最初に委嘱される振興会議の委員の選任のための手続きその他
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この条例を施行するために必要な準備行為は、 この条例の施行前においても行うこ

とができる。

（ この条例の失効) 

３  この条例は、 平成３７年３月３１日限り、 その効力を失う。
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                 令和3 年度 地域振興会議開催スケジュール        市民生活部地域振興課 

月 ４月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 
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令和２年度の取組みの進捗状況及び令和３年度に向けての課題・取組み 

支所名 鹿野町総合支所 支所長名 岡本 幸子 

【令和２年度の取組みの進捗状況】 

【最重点・強化施策】 

 高速交通ネットワーク開通メリットを活かした地域振興・移住定住の推進 

【具体的な取り組み】 

① 土・湯の薫る地域づくりの推進 

・温泉資源を活用した企業誘致(次世代型園芸施設整備)促進 

   【農政企画課、企業立地・支援課と連携して推進中】 

   ・温泉活用スマート農業技術確立に向けた継続的実証実験 6,491 千円（決算見込み） 

・農業団地の形成するための温泉配湯管の延長工事 267ｍ  22,953 千円（決算見込み） 

   ・イチゴ（とっておき）栽培に向けた参入企業への支援補助金 10,950 千円（決算見込み） 

   ・寺内地区との基本協定成立、ハウス整備 2 棟、パート１１名雇用  

  ・河内果樹の里山プロジェクト支援(遊休農地を活用した交流拠点創出等) 

  【中山間地域遊休施設活用支援事業による旧河内生活改善センター改修等】 

    ・鹿野町河内果樹の里山協議会への補助金交付 4,558 千円 ※事業費 5,485 千円 

     旧河内生活改善センター改修等 4,076 千円 / 果樹の里山祭り・PR 事業等 1,409 千円  

  ・市民との協働による花街道等形成促進 

   【西日本最大級のハスの里づくり事業等(地域活性化推進事業)】 

    ・鹿野心のふるさとづくり委員会との協働によりハス田、ショウブ畑の景観整備を実施 540 千円

② 歴史・文化の薫る地域づくりの推進 

・街なみ環境整備事業の推進 

【美装化道路の年次的改良(紺屋町)、街づくり協定再締結促進】 

  ・紺屋町道路美装化工事 10,226 千円 延長 139.5ｍ 面積 618 ㎡    

  ・R2 年度街づくり協定再締結町内会 下町、鍛治町、殿町、上町（R 元年度締結 大工町、 

立町、山根町）※未締結 紺屋町    

・鹿野城下町地区の町家等利活用促進 

 【空き家利活用機運の醸成(移住定住空き家運営業務委託)、登録文化財登録促進】 

  ・NPO いんしゅう鹿野まちづくり協議会へ業務委託 700 千円 

  ・登録文化財登録促進・・Ｎ邸（紺屋町）について登録検討着手 

・文化芸術活動の支援 

 【ジュニア川柳大賞、川柳句木設置・更新、ミュージカル、鳥の演劇祭等】 

    ・ジュニア川柳大賞 応募者 876 名、投句数 3,590 句 / 川柳街道句木 新設１本、更新 5 本

    ・鳥の演劇祭 開催補助金 1,000 千円、広報・会場提供支援  

    ・鹿野芸術祭 広報支援 ※市民ミュージカル・・コロナ禍により中止   

・ご当地検定「亀井さん検定」実施支援 

   【亀井さん検定実行委員会による「亀井さん検定」制度づくり・検定実施支援】 

  ・亀井さん検定実行委員会補助金 255 千円 / 亀井さん検定（入門編）参加者 89 名  

 亀井さん検定（初級編）ガイドブック作成、検定参加者 44 名 

・亀井さん検定（中級編）の検定問題・ガイドブック作成に向け、島根県津和野町とオンライン交 

流を実施    

③ 人の薫る地域づくりの推進 

・関係人口、交流人口の創出・拡大と移住定住促進 

 【中山間地域遊休施設活用支援事業による都市部大学生との交流(再掲)】 

 ・鹿野町河内果樹の里山協議会が、大阪国際大学の教授 1 名、学生５名の協力を得て、「果樹の里山祭

り」における交流イベントを企画した。 
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資料２



 

・地域情報の効果的発信 

 【西部３地域、道の駅西いなば気楽里、鹿野往来交流館童里夢との連携強化による積極的な情報発信】

   ・道の駅西いなば気楽里が発行する情報紙の支援、「城下町鹿野街なみ紹介パネル」の掲出、西日本最

大級のハスの里の開花情報の掲出  

【令和３年度に向けての課題・取組み】 

 ① 鹿野町総合支所耐震化・バリアフリー化改修事業の推進 

 ② 「鳥の劇場」活動拠点の在り方検討に係る協議促進支援 

 ③ 鳥取市鹿野町地域生活交通会議の設置  
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鹿野地域
（単位：千円）

文化交流課 文化芸術推進事業補助金 1,000 鳥の演劇祭開催費補助

地域振興課 人材誘致・定住促進対策事
業費 700 空き家運営経費

地域振興課 買い物支援事業 2,427 移動販売車による買い物支援・見守り活動

地域振興課 中山間地域・地域遊休施設
活用支援事業費 6,000 遊休施設を改修する費用に対する助成

協働推進課 町内集会所建設等補助金 185 修繕・改修等

協働推進課 地区公民館改修等事業費 2,258 小鷲河地区(工損調査)

こども家庭課 各保育園特定補修費 9,312 こじか園ウッドデッキ更新

観光・ジオ
パーク推進課 鹿野往来交流館管理運営費 18,152 鹿野往来交流館指定管理料

農政企画課 農作業受託組織体制整備事
業費補助金 420 農作業受託組織が使用する農業用機械等の更新に対する支援

農政企画課 野生鳥獣被害防止事業費 6,769 進入防止柵設置に対する支援等

林務水産課 林道維持管理事業費 1,700 林道の舗装、路肩修繕、除草等維持経費

農村整備課 中山間地域等直接支払交付
金 14,073 中山間地域の耕作放棄を防止し、農業環境の保全を行う活動に対する支援

農村整備課 多面的機能支払事業費 9,809
農地、水路等の日常管理と農村環境の向上
のための共同活動及び施設長寿命化に対す
る支援

交通政策課 市町村有償運送事業費 23,058 気高循環バス運行委託費等経費等（気高地域・鹿野地域）

都市環境課 街なみ環境整備事業費 2,096 鹿野城跡周辺の街なみ環境助成2件

都市環境課 公園管理費 430 河川公園等の管理費等

道路課 道路管理費 6,771 道路施設管理緊急補修他

道路課 一般道補修費 4,000 一般道路補修工事

道路課 交通安全施設事業工事費 821 カーブミラー、ガードレール等の交通安全施設修繕

生涯学習・ス
ポーツ課

地域運営型部活動推進モデ
ル事業費 737

中学校部活動に関わる地域人材発掘及び研
修等を総合型地域スポ―ツクラブに事業委
託する経費

鹿野町地域振
興課 鹿野地域活性化推進事業費 413 鹿野地域活性化に要する事業経費

令和３年度主な地域別事業一覧表

予算計上額課　名 事　　　業　　　名 説　　　明
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鹿野地域
（単位：千円）

令和３年度主な地域別事業一覧表

予算計上額課　名 事　　　業　　　名 説　　　明

鹿野町地域振
興課 総合支所統括費 137 支所長経費（旅費等）

鹿野町地域振
興課 鹿野わったいな祭事業費 2,132 「鹿野わったいな祭」の開催経費

鹿野町地域振
興課 町民音楽祭開催費 3,200 鹿野町民音楽祭「ふるさとミュージカル」開催補助

鹿野町地域振
興課 地区公民館事業費 434 ジュニア川柳大賞事業の実施に要する経費

鹿野町地域振
興課

スポーツクラブ鹿の助委託
金 267 各種スポーツ教室開催委託料

鹿野町産業建
設課 鹿野城跡公園管理費 3,659 鹿野城跡公園の維持管理費

合　　　計 120,960
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◆鹿野町 

 

① 地場産業の振興 

 高齢化・後継者不足に伴う農業者の減少から耕作放棄地が増加するとともに、景気

の低迷により地場産業の衰退が深刻化しています。商工業活性化のためには、人口減

少に歯止めをかけることが必要ですが、その対策として企業誘致により就労の場を確

保し、若者の県外・市街地への流出防止対策を講じることが重要です。 

また、基幹産業である農業の振興は、生姜の生産拡大や新規就農者の確保を図ると

ともに、鹿野温泉の熱を活用した次世代型施設園芸作物の産地化のほか、6 次産業化
※や農商工連携による高付加価値化に向けた新たな取組を推進し、耕作放棄地の抑制

に繋げます。 

有害鳥獣駆除により捕獲したイノシシ・シカの肉については、ジビエとして消費拡

大を図り、また、鹿野地鶏「ピヨ」及びクラフトビールについては、生産拡大・普及

の支援を図っていくことが必要です。 

 

② 文化・芸術の推進と関係人口の拡大 

「鹿野町民音楽祭」、「鳥の演劇祭」などを始めとする文化芸術活動は、子どもか

ら高齢者まで、幅広い世代間交流の中で活発な活動が行われています。 

また、「鹿野すげ笠」、「亀井踊り」などの伝統工芸や文化の継承、新たに始まっ

た「鹿野芸術祭」といった若者によるアートを通したまちづくり活動などにより、文

化・芸術の町としての知名度が高まっています。 

文化・芸術の町としてさら更なるアピールをするとともに、年間を通したにぎわい

を創出するため、国内外、県内外のアーティスト等が活動できる環境整備の支援を行

うとともに関係構築を図り、関係人口の創出・拡大を推進します。 

 

③ 交流人口の増加 

住民自らが、城跡公園や街なみなどの歴史的景観及び桜・蓮などの自然景観など、

地域の魅力づくりに積極的に参画し、交流人口の増加に取り組んでいます。 

引き続き多くのまちづくり活動組織との情報の共有を図り、体験型観光メニューを

造りこみ、SNS などを通じた効果的な情報発信や連携した取組によって、国内外の多

くの人々が訪れる魅力あるまちを創出し滞在型観光を推進します。 

さらに、観光資源として価値の高い温泉や、「山陰海岸ジオパーク※」を活かした広

域型観光振興に、各種まちづくり活動組織を始め「鹿野往来交流館童里夢」、「道の駅 

西いなば気楽里」等と連携して取り組み、地域の経済効果を高めていくことが重要で

す。 
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④ 移住・定住の促進 

少子・高齢化、若年層の転出により人口減少が進む中、ＮＰＯ法人「いんしゅう鹿

野まちづくり協議会」との連携や、お試し定住体験施設の利活用の促進により、積極

的にＵＪＩターン※者の受け入れに取り組み、徐々に効果が現れています。 

山陰道鳥取西道路の全線開通効果を活かし、年々増加傾向にある空き家の有効活用

と支援策について、引き続き自治会など地域との情報共有を進め、若者の移住定住を

促進し人口減少を和らげることが重要です。 

また、地域住民の生活交通の維持・確保を図るとともに関係機関や交通事業者、地

域などとの連携により持続可能な利便性の高い高通ネットワークの構築が必要となっ

ています。 

 

⑤ 郷土愛を育む教育の推進 

学校・家庭・地域が一体となって、地域ぐるみで子どもを育てる体制を構築するた

めに設置された「学校応援団」の活動を通じて、ふるさとを愛する心を育むとともに、

鹿野地域の教材や地域の人材を活用した独自教科「表鷲科」など特色ある教育を推進

し、学校・子どもたちと共に成長する魅力ある地域づくりを推進していくことが重要

です。 

 

●めざす将来像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

温泉と四季の花を通じて人々がふれあい、歴史・文化・人・土のかおりの中で、や

すらぎやゆとりを感じることができる「四季“薫るまち”鹿野」を推進します。 

また、住民が積極的にまちづくり活動に参画する風土をベースとして、住民と行政

の良好な信頼関係を大切にし、ともに汗をかく協働のまちづくりを一層推進すること

で、さらなる地域の活性化につなげ、住民が誇りを持って住み続けることができる鹿

野町、人が訪れてみたくなる鹿野町をめざします。 

 さらには、住民及び行政がお互いのアイデアを共有し行動につなげることで、鹿野

町の地域のブランド力の底上げを図り、元気な鹿野町の実現をめざします。 

誇りを持って住み続けることができる鹿野町、 

人が訪れてみたくなる鹿野町の実現 
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◆ 鹿野町 

●歴史 

中世における鹿野町は、因幡地方の軍事・交通上の重要拠点として隣国但馬（山名氏）、出

雲（尼子氏）、安芸方面（毛利氏）からの侵入、さらに豊臣秀吉軍の侵入など争奪攻防の的と

なりましたが、天正９年（１５８１年）鹿野城主・亀井茲矩（かめいこれのり）の登場により

平静を得て、その後は城下町、近隣の物産集積地として発展してきました。二代の城主にわ

たり繁栄してきましたが、元和３年（１６１７年）、茲矩の二男・亀井政矩（かめいまさのり）

が津和野に移封（国替え）、また、寛永５年（１６２８年）の鹿野城焼失以降、次第に寂れて

いきました。しかし、その後も引き続き、近隣の物産集積地となっていました。 

明治１０年に西志加如と東志加如が合併し鹿野村が成立し、明治３２年には町制が施行、

昭和３０年には、鹿野町、勝谷村、小鷲河村の１町２か村が合併して「鹿野町」が誕生しまし

た。 

 

●特性 

①鹿野町は、因幡の霊峰・鷲峰山（標高９２１メートル）の麓に位置し、地域内を流れる河内

川、水谷川、末用川沿いの河岸段丘や扇状地などに集落が形成されています。 

 

②鹿野町の伝説・歴史を題材にした「鹿野ふるさとミュージカル」は、昭和６２年から毎年

開催されており、市民参画型の芸術活動として幅広い年齢層によるコミュニティの醸成にも

大きく貢献しています。また、国内外から劇団を招へいして開催される「鳥の演劇祭」は、県

内外から多くの観客が訪れています。 

 

③基幹産業である農業は米作が中心ですが、そば・生姜などの生産振興を図っており、令和

２年度からは、温泉を活用したイチゴ栽培に取り組んでいます。 

また、特産品として鹿野地鶏、因州シシ肉のほか、クラフトビールなどの生産振興にも取

り組んでいます。 

 

④城下町の風情を活かし、４００年以上続く「鹿野祭り」の似合う街なみの環境整備に取り

組むとともに、「四季薫るまち鹿野」をまちづくりの基本理念とし、花いっぱい運動を推進し

ています。城下町地内には、四季折々の花が植えられた竹プランターを設置し、また、総合

支所前の休耕田を活用し、ハスやショウブの花畑を創出し、彩のあるまちづくりを展開して

います。 

鹿
野
町

13



87 
 

 

●資源 

区 分 主なもの 

特産品 

鹿野そば、そばアイス、鹿野地鶏、鹿野すげ笠、すげコースター、ミニす

げ草履、因州しし肉、そば菓子、イタリアンジェラート、生姜加工品、ク

ラフトビール、藍染製品 

観 光 

鹿野城跡公園、城下町街なみ、鹿野温泉、鷲峰山、鹿野往来交流館「童里

夢」、道の駅 西いなば気楽里、鹿野ゆめ本陣、夢こみち、法師ケ滝、西日

本最大級のハス園、もうけ神社、鷲峯神社（こま犬）、雲龍寺（紅葉）、幸盛

寺（山中鹿介の墓）、鹿野そば道場、温泉館ホットピア鹿野、鳥の劇場、 

イベント 

桜まつり、花火大会、鹿野祭り、鹿野ふるさとミュージカル、わったいな

祭、ええもん市、週末だけのまちの店、城下町しかのぶらり蓮ウォーク、

虚無僧行脚、鳥の演劇祭、鹿野芸術祭、まちづくり合宿、鷲峯山麓ハーフ

マラソン 
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実施内容
予算額
（千円）

決算見込額
（千円）

目標
達成度

事業の
方向性

実施内容
予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成度

事業の
方向性

●そば栽培の拡大
　面積52.3ｈａ(目標５０ｈａ）
　収量19.6ｔ

●生姜栽培の拡大
　面積1ｈａ（目標　３ha）
　収量6.1ｔ

●誘致企業によるイチゴ栽培
　とっておき7,500株定植

-
B.概ね達

成
3.現状維

持

●そば栽培（目標50ha作付）
●生姜栽培（目標3ha作付）
●イチゴ栽培（目標20,000株）

-
・鹿野町総合支所
  産業建設課
・農政企画課

●そば加工品等の開発支援
　・かりんぼう
　・そばぜんざい
　・とっとり鹿麗（カレー）そば　他

●生姜加工品等の開発支援
　・生姜シロップ
　・和菓子（宝月堂・戸信商店）
　・しょうが飴　他

●鹿野地どりのブランド化・販売促進
支援（生産数11,000羽）
　・地鶏すし
　・地鶏そば　他

●温泉イチゴのブランド化・販売促進
支援（生産量7,500株）
　・イチゴ大福（気高町ふね）　他

- A.達成
3.現状維

持

●解体技術講習会
鹿野町イノシシ食肉解体処理施設

にて　１回実施

●狩猟者新規資格取得者
　　4人　（目標　３人）

●ジビエ利用頭数
　・シカ　　　32頭
　　　　　　食肉0.4ｔ
　・イノシシ178頭
　　　　　　食肉2.7ｔ

●ジビエ商品
　・猪肉カレー
　・猪ソーセージ
　・鹿ソーセージ　他

- A.達成
3.現状維

持

企業誘致

温泉資源を活用した高付加価
値農業による企業誘致（最新
技術の生産拠点による次世代
大規模園芸施設）
【農林水産業の成長産業化】

●温泉活用スマート農業実証事業
・温泉管延長工事267ｍ（25,234千円）
・ 鹿 野 温 泉 を 活 用 し た 実 証 実 験
（6,491千円）
・事業参入補助金（4,173千円）
・鳥取市戦略的園芸品目総合対策事
業補助金「イチゴとっておき（1,788千
円）

●誘致実績
・寺内地区との立地基本協定成立
・地権者との貸借契約（1圃場）
・ハウス整備（育苗１棟、栽培1棟）

●雇用促進
・パート７名雇用（地元及び周辺地
域）

37,686 37,686 A.達成
3.現状維

持

●温泉活用スマート農業実証事業
・鹿野温泉を活用したイチゴ栽培
（とっておき）の実証実験（2,300千円）

●誘致拡大
・事業拡大に伴うハウス導入支援
（10,896千円）
（延べ育苗１棟、栽培３棟）
　
●雇用促進
・事業拡大に伴う雇用人数の増

13,196

・鹿野町総合支所
　産業建設課
・企業立地・支援課
・農政企画課

鹿野町民音楽祭や鳥の演劇
祭などの継続開催

【文化芸術によるまちづくりの
推進】

●第34回鹿野町民音楽祭は、コロナ
禍により中止
●「第13回鳥の演劇祭」開催支援
・令和2年9月12日～27日

4,200 980
B.概ね達

成
2.改善継

続

●第35回鹿野町民音楽祭開催支援
●「第14回鳥の演劇祭」開催支援 4,200

・鹿野町総合支所
　地域振興課
・文化交流課

アーティスト・イン・レジデンス
の推進

【文化芸術によるまちづくりの
推進】

●NPO法人鳥の劇場への活動支援
活動拠点の提供・広報支援
●鹿野芸術祭への支援
広報支援

- -
B.概ね達

成
2.改善継

続

●NPO法人鳥の劇場への活動支援
活動拠点の提供・広報支援。活動拠
点については今後の在り方検討を支
援する。
●鹿野芸術祭への支援
広報支援
●鹿野城下町地区にアートの活動拠
点整備「中山間地域・地域遊休施設
活用支援事業」6000千円

6,000

・鹿野町総合支所
　地域振興課
・文化交流課
・市民生活部
　地域振興課

亀井踊りの継承
【文化芸術によるまちづくりの
推進】

●亀井踊り保存会の活動支援及び学
校教育と連携した継承活動
・義務教育学校鹿野学園の8年生が、
選択制により亀井太鼓を学習。亀井
太鼓に取り組む鹿野学園の生徒を中
心に亀井踊りの認知度を高め、後継
者育成へとつなげる。

- -
B.概ね達

成
3.現状維

持
●亀井踊り保存会の活動支援及び
学校教育と連携した継承活動

-

・鹿野町総合支所
　地域振興課
・教育委員会鹿野町分室

菅笠等の伝統継承

【魅力ある中山間地域の振
興】

●菅笠をとおした地域間交流事業
鹿野すげ笠を守る会と深江菅細工保
存会（大阪市東成区）との交流は未
実施であった。

●鹿野すげ笠を守る会が鹿野学園に
おいて「表鷲科」で指導。
・鹿野学園表鷲科（すげ笠）支援

- -
B.概ね達

成
3.現状維

持

●菅笠をとおした地域間交流事業
鹿野すげ笠を守る会と深江菅細工保
存会（大阪市東成区）との交流支援
●鹿野すげ笠を守る会が鹿野学園に
おいて「表鷲科」で指導。
・鹿野学園表鷲科（すげ笠）支援

-
・鹿野町総合支所
　地域振興課
・経済・雇用戦略課

まちづくり活動組織との情報の共有
を図り、効果的な情報発信や連携し
た取組によって、人が訪れる魅力あ
るまちを創出するとともに、国内観光
客の誘客と併せ、日本文化体験の受
入体制を整備し、海外観光客の誘客

に取り組む。

●鹿野城跡公園の魅力アップと情報
発信の強化
・桜の開花状況、桜ライトアップ掲載
（3月下旬～4月中旬）
●鹿野往来交流館「童里夢」
・レンタル自転車７台（うち２台は電
動）やバイクラックの設置するととも
に、飲料水や修理工具を無償提供す
るなど、快適にサイクリング観光でき
る環境を整備
・鹿野城跡散策パンフ、御城印、武将
印作成「鳥取市観光産業育成支援事
業補助金：200千円」
●果樹の里山協議会による観光農園
の整備にあわせた着地型観光の推
進。
・旧河内生活改善センターの建物改
修「中山間地域・地域遊休施設活用
支援事業：4,558千円」
・交流イベント「果樹の里山まつり」の
開催（10/17.18）

4,758 4,758 A.達成
3.現状維

持

●鹿野城跡公園の魅力アップと情報
発信の強化
●道の駅「気楽里」、鹿野往来交流
館「童里夢」との連携による観光客誘
致の取組み
●観光農園、交流拠点施設を活かし
た体験交流の推進及び、観光商品て
の造り込みの支援

-

・鹿野町総合支所
　産業建設課
・観光・ジオパーク
　推進課

①地場産業の振興

農畜産物の振興

地域ブランドの確立と生産量
確保及び販路拡大

【農林水産業の成長産業化】

②文化・芸術の推進と関
係人口の拡大

文化芸術活動の支援、伝統工芸や
文化の継承、及び若いアーティスト
が活動できる環境整備を行う。

○新たな魅力創出による観光
客の誘致

○着地型観光、滞在型観光の
推進

【滞在型観光の推進】

●そば、生姜、鹿野地鶏、温泉イチ
ゴ、ジビエの加工品開発・ブランド化・
販売促進

鹿野町総合支所　「鳥取市新市域振興ビジョン」推進計画　進捗チェック状況

項目名 事業概要
目標

【基本計画・施策】
備考

担当課
（支所・本課）

R2年度 R3年度（計画）

・鹿野町総合支所
　産業建設課
・農政企画課
・経済・雇用戦略課

-
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実施内容
予算額
（千円）

決算見込額
（千円）

目標
達成度

事業の
方向性

実施内容
予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成度

事業の
方向性

鹿野町総合支所　「鳥取市新市域振興ビジョン」推進計画　進捗チェック状況

項目名 事業概要
目標

【基本計画・施策】
備考

担当課
（支所・本課）

R2年度 R3年度（計画）

●各種イベントの支援・造成
・ええもん市・・コロナ禍により中止
・ふるさとミュージカル・・コロナ禍によ
り中止
・蓮ウォーク・・コロナ禍により中止
・わったいな祭り・・コロナ禍により中
止

●西日本最大級の蓮の里・ショウブ
畑の整備
・植付・施肥・草刈り

2680 1394 A.達成
2.改善継

続

●各種イベントの支援・造成
・ええもん市
・ふるさとミュージカル
・蓮ウォーク
・わったいな祭り

●西日本最大級の蓮の里・ショウブ
畑の拡大・整備
・植付・施肥・草刈り

2545
・鹿野町総合支所
　地域振興課

青谷高等学校の地域学習・地域連
携の取組を活かした鳥取西いなばま
ちづくり会社活動支援

にぎわい創出と地域経済の活
性化、交流人口の拡大

【商業とサービス業等の振興】

青谷高等学校の「青谷学」「課題探
求」の取組みを通じたアイデアを活か
し、西いなば地域の素材を使った商
品の開発と道の駅「気楽里」を中心に
販路確保

３町連携による鳥取西いなばまちづく
り会社活動支援

にぎわい創出と地域経済の活
性化、交流人口の拡大

【商業とサービス業等の振興】

３町連携によるまちづくり事業の一環
として「西いなばの祭典」を開催

空き家の有効利用

【ふるさと・いなか回帰の促進】

●移住定住空き家運営業務委託
（NPO法人いんしゅう鹿野まちづくり協
議会）
・空き家片づけ：１件
・移住者数：1組4名

700 700
B.概ね達

成
3.現状維

持

●移住定住空き家運営業務委託
（NPO法人いんしゅう鹿野まちづくり
協議会） 700

・鹿野町総合支所
　地域振興課
・市民生活部
　地域振興課

公共交通空白地の解消

【交通ネットワークの充実】

●気高循環バスの地元運送会社によ
る委託運行（バス３便）

-
B.概ね達

成
2.改善継

続
●生活交通会議を立ち上げ、利便性
の高い公共交通システムの検討

－
・鹿野町総合支所
　産業建設課
・交通政策課

⑤郷土愛を育む教育の推
進

地域ぐるみで鹿野学園の教育活動を
支援し、高い志を持ちふるさと愛にあ
ふれる子どもを育むとともに魅力ある
地域づくりを進める。

【教育の充実・郷土愛の醸成】

しかの学校応援団の活動を支援をし
つつ学校運営協議会と連携しなが
ら、地域ぐるみで子どもたちを育む気
風・環境を整える。

－ A.達成
3.現状維

持

しかの学校応援団の活動を支援をし
つつ学校運営協議会と連携しなが
ら、地域ぐるみで子どもたちを育む気
風・環境を整える。

－

・鹿野町総合支所
　地域振興課
・教育委員会鹿野町分室

・鹿野町総合支所
　地域振興課

④移住・定住の促進

鹿野地域への移住・定住を促進し地
域の活力を維持するため、空き家の
確保・有効活用、及び企業誘致を図
る。

③交流人口の増加
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提案書

旧鹿野小学校・ 幼稚園を活用し た

創造・ 交流・ 発信の場整備について

１ 提案の背景

２ こ れまでの事業実績

３ 地域において実践している主な活動

４ 今後に向けての課題

５ 活動継続と 発展のために必要と 考える施設

６ 提案

付録１ 活動の沿革

付録２ 劇場外での上演

付録３ 来場者数

付録４ 新聞報道
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特定非営利活動法人鳥の劇場
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１ 提案の背景

鳥の劇場は2006年の設立以来、 鹿野町の地元住民、 鳥取市、 鳥取県の理解と 応援を得

ながら活動を継続発展さ せてきまし た。 全国的にもあるいは世界的にも注目さ れる劇団、

劇場と して活動をますます発展さ せています。 こ れからもこ の展開を一層根付かせつつ深

化さ せ、 コロナ後の新し い世界を作るために、 さ まざまな先進的な取り 組みを行い、 鳥取

と 日本に貢献していく 、 それを現在の鹿野町で継続し たいと 考えており ます。

鹿野町住民の皆さ ん、 鳥取市と 鳥取県の行政の皆さ んの理解と ご支援がなければ、 こ こ

までの活動の展開はあり 得ないこ と でし た。 あらためて地域の皆さ ん、 関係行政の皆さ ん

に深く 感謝申し 上げたいと 思います。 鳥の劇場の活動は現在で15年、 やがて20年を迎え

ます。 私たちは、 芸術団体が地域の皆さ ん、 行政の皆さ んと 共に作り 上げた現在のこ の成

果・ 蓄積をさ らに定着、 発展さ せたいと 願っており ます。

設立から15年を一つの節目と し 、 こ れまでの成果を整理し 、 同時に現在の課題も洗い

出し ながら、 地域と と もにつく る今後の未来のために、 こ の提案書を提出する次第です。

特定非営利活動法人鳥の劇場代表理事 中島諒人
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２ これまでの事業実績

2006年1月、 演出家・ 中島諒人を中心に設立。 鳥取県鳥取市鹿野町の廃校になっ た幼稚

園・ 小学校を劇場施設へ手作り リノ ベーショ ン。 収容数200人の“劇場”と 80人の“スタ ジ

オ”をもつ。 劇団の運営する劇場と して、 「 創る」 ・ 「 招く 」 ・ 「 いっし ょ にやる」 ・ 「 試

みる」 ・ 「 考える」 ・ 「 （ 若手演劇人の） 成長の支援」 の6本の柱で年間プログラムを構

成。 現代劇の創作・ 上演と 併行して、 優れた作品の招聘、 ワークショ ップ、 レクチャーな

どを実施し ながら、 社会、 地域と 深く 関わり ながら創作活動を行う 演劇人の育成にも力を

入れている。

2008年から は、 地域や行政と の協働による国際演劇祭「 鳥の演劇祭」 を継続して実施。

国際交流も 進めており 、 韓国、 中国、 ルーマニア、 イギリ ス、 イタ リ ア、 フィ ンランド 、

フランス、 ド イツ、 ハンガリ ー、 ト ルコ、 アメ リ カなどのアーチスト が活動。 2010年か

ら 3年おきに日中韓三国の国際演劇祭「 BeSeTo演劇祭」 も 開催。 舞台芸術家のための創

作の拠点と して、 全国、 海外に開かれた場と なるこ と を目指す。 同時に、 演劇・ 劇場にし

かできないやり 方での地域振興、 教育分野への貢献のあり 方を模索している。

■受賞歴

団体と して

2011年度 国際交流基金地球市民賞

2015年度 第6回地域再生大賞ブロッ ク賞

2017年度 第30回山陰信販地域文化賞

2020年度 第11回地域再生大賞優秀賞

中島諒人

2003年 利賀演出家コンクール最優秀演出家賞

2007年 鳥取市文化賞

2010年 芸術選奨文部科学大臣新人賞

2015年 鳥取県文化功労賞
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３ 地域において実践している主な活動

劇場と して演劇を作り 公演をすると いう こ と から始まり 、 地域と の多様な関わり の中で、

多種多様な活動を展開しています。 演劇創作の創造性、 劇団の集団性を軸にし ながら、 コ

ミ ュニティ ーにおける劇場の新し い在り 方を示す先進事例と して国内外の注目を集めてい

ます。

■年間プログラム

★創るプログラム

国内外の劇場でも上演を行う 創作集団でもある、 鳥の劇場の活動の背骨と なるプログラム。 古今東西の優れ

た戯曲の現代的な上演を通じて、 「 今」 の課題をあぶり 出し 観客と 共有すること 、 人間の体の持つエネルギー

や想像力を引き出す演劇の魅力を社会に伝えていく ことを目標と している。

一度創り 上げた作品はレパート リ ーと して上演を繰り 返し 磨き上げていく と と もに、 より 多く の観客と の出

会い、 既に観た観客にと ってはより 深い気付きが得られることを目指している。

また、 劇場がより 多く の人にと って開かれている場所であるために、 子どもも楽し める作品の創作にも積極

的に力を入れている。

★いっし ょ にやるプログラム

少人数の参加者と いっし ょ に、 演劇創作や他の芸術分野のいろいろな過程を体験してもらう こと で、 その魅

力を知ってもらい、 創作のおもし ろさ や難し さ を感じてもらう プログラム。 小学生からお年寄り まで対象も

幅広で、 コミ ュニティ のアート センター的な役割と して演劇以外のアート の体験も提供している。

★試みるプログラム

コミ ュニティ の中で劇場が果たすこと のできる役割のユニークな可能性を模索するプログラム。 「 え、 こん

なこと 劇場でやるの？」 と いう 挑戦を行い、 可能性が感じられれば、 より 大きく 展開することを目指す。

★招く プログラム

私たちが様々な活動を通じて、 出会った魅力的な舞台芸術家の作品を招聘し たり 、 鳥の劇場で新し い作品創

り をしてもらう プログラム。 最近は、 鳥の演劇祭をこのプログラム展開の主な場と している。

★考えるプログラム

劇場は楽し む場であると と もに考える場でもあると いう 想いのもと 、 身の回り の社会課題にについて、 第一

線の研究者や批評家などを招いたり 、 映画を上映し たり することを通じ 、 と もに考え、 思考を深めることを

追求するプログラム。

★成長の支援

若手の舞台芸術家が作品創り をじ っく り 行ったり 、 学校現場での演劇を使ったワークショ ップや鳥の劇場の

運営などについて学んでもらう こ とを通じ て、 舞台芸術家が自分の作品の質を高め、 社会的存在と しての力

を自覚・ 強化し 、 演劇人と して自立していく ことを応援するプログラム。
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■鳥の演劇祭

鳥の演劇祭は、 鳥の劇場、 地域や行政と の協働によって、 2008年から毎年開催さ れている国際演劇祭。

鳥の劇場を中心と して、 鹿野町内のさ まざまな場所を会場にして開催さ れている。 国内はもちろんアジアや

ヨ ーロッ パから招聘し た魅力的な演劇やダンス、 サーカスなどの舞台作品を中心と して、 地域の人たちや子

どもたちによる上演、 ト ークイベント やシンポジウム、 鹿野を散策するイベント も実施。 近年では若手演劇

人にも上演の機会を提供している。

これまでの開催で、 日本をはじ め世界11ヶ国からのべ160のカンパニーが鹿野町を訪れ、 187もの作品を上

演し た。

■ト リ ジュク

青山学院大学の苅宿俊文教授に教育活動アド バイザーと して助言をもらいながら、 鳥取市立鹿野学園、 鳥取

市立逢坂小学校、 鳥取県立青谷高等学校に出向き、 一年を通じ た計画的な表現W Sを企画、 実施。 演劇の力

を使いながら、 地域の人材育成と 地域づく り に貢献し よう と 取り 組んでいる。 特に鹿野学園での取り 組みは

質・ 量と もに充実し た内容と なっており 、 子供達一人一人の未来、 地域の未来にと って、 大きな成果につな

がること が期待さ れる。

■じ ゆう 劇場

じ ゆう 劇場は、 「 第14回全国障がい者芸術・ 文化祭と っと り 大会」 を契機と して、 鳥の劇場のプロデュース

のもと 、 2013年8月に活動を開始し たプロジェ クト 。

障害のある人と ない人が一緒に舞台を作り 、 日常では隠れがちなそれぞれの豊かさ を発見し 、 その素晴らし

さ を観客と 分かち合う こと 、 我々が気づく べき共生社会を先取り し た風景を観客に提示することを目指して

いる。 毎年参加者を公募し 、 継続的な参加者と 新規の加入者が混じり ながら創作をする。

2017年10月には、 フランス・ ナント 市のLe Lieu uniqueにて海外公演も実施、 大きな反響を呼んだ。

2018年度から はより 広く 活動を広める試みと して、 小さ なスペースでも上演可能な短編作品を創作、 鳥取

県内の様々な場所で上演する「 出張公演」 も実施している。

■アウト リ ーチ

劇場をはなれ、 教育現場をはじ めと する色々な場所に出向いて、 実演をし たり 、 一般の人たちと 一緒に簡単

なお芝居を創ったり して、 演劇や表現すること を体験してもらう 、 “劇場の出張サービス”。 また、 過去には

鳥取県から の依頼による首都圏の子育て世代を対象にし た移住定住促進イベント を企画運営し た実績も あ

る。

★これまでのアウト リ ーチ活動の主な内容

【 保育園・ 幼稚園】 小作品の上演やワークショ ップ、 絵本の読み聞かせ

【 小学校】 学習発表会・ 文化祭に向けての創作支援

【 中学校】 「 総合的な学習」 講師、 「 生き方講座」 での講話

【 高等学校】 演劇部対象のアド バイスやワークショ ップ、 地区発表会での審査員

【 短期大学・ 大学】 授業・ 集中講義、 公開講座講師

【 特別支援学校】 ワークショ ップ

【 その他】 地域の公民館でのワークショ ップ、 研修会や講演講師、 医療施設での読み聞かせ
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４ 今後に向けての課題

運営面

民間の団体と しての活動は柔軟で機動的であるが、 資金的、 人的体制の面での不安定さ が

ある。 現在の創造的な組織を維持し つつ、 より 安定的で継続的な活動を支える体制にする

こ と が必要で、 特にマネジメ ント 部門の強化は急務である。

施設面

旧幼稚園＞＞劇場の事務所やホワイエ、 会議室などと して利用＞＞喫緊の課題はないが老

朽化している。 建築基準法、 消防法等への対応の確認が必要。

体育館＞＞劇場と して利用 2016年に耐震補強など改修

※劇場（ 体育館） と 旧小学校校舎の通路の途絶（ 消防署の指導による） ＞バッ クヤード と

の交通・ 物の移動等に著し い不具合 車椅子の交通が特に困難 早急に解決の必要

旧小学校校舎＞＞大小道具、 衣装などの製作、 スト ッ ク等の場と して６ 部屋を利用＞＞雨

漏り 等老朽化著し い

校庭＞＞駐車スペースや演劇祭時には、 野外上演空間と して利用 雨天時のぬかるみが課

題

※劇場裏ト イレの改修工事を当法人の負担により 実施。 2021年3月中に工事完了 ト イ

レ改修は、 衛生・ 利便の向上と 車椅子対応のため
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５ 活動継続と 発展のために必要と 考える施設

現在の鳥の劇場の活動の広がり を下図のよう に捉えながら、 創造・ 交流・ 発信の場と して

力を発揮するこ と を目指して考える施設イメ ージ。

創作のために必要な場

作業場

映像制作室

スト ッ クヤード

滞在のために必要な場＞アーティ スト のための滞在

宿泊できる場所

多目的ト イレ

風呂

交流やにぎわいのために必要な場

キッ チン

食堂

カフェ

ショ ップ

図書館
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地域の人々と のアート を介し た交流

他分野のアーティ スト

滞在・ 製作

国内外の演劇人の出会い、 成長、 学び

国際演劇祭

鳥の劇場の

演劇創作

じ
ゆ
う
劇
場

学
校
で
の
ワ
ー
ク
シ
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ッ
プ
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６ 提案

私たちが思い描く のは、 こ の場が

　 ・ 地域の人たちが舞台芸術やその他の芸術にもにさ らに親し み

　 ・ 日本全国、 海外からも人が集い

　 ・ 集まった人たちがさ まざまに交流し

　 ・ それを通じて地域の人たちが地域に誇り を持ち、 愛し

　 ・ 一層の情報発信を通じてさ らにつながり の輪を広げ

　 ・ それぞれの文化的根っこ を尊重し

　 ・ 日本各地や世界の文化芸術の多様性に出会い

　 ・ 関係人口、 交流人口、 定住人口を増やし

　 ・ 鹿野町地域、 鳥取市、 鳥取県の発展に資する場

と なるこ と です。 そのためには、 現在の場を、 世界に誇れる機能を持った創作の場と し

てさ らに一段整備する必要があり ます。

最近成果の著し い学校教育や障がいのある人と の関わり も、 新し い社会の構築のために

演劇ができるこ と の新し い実践、 可能性の開拓と して、 こ の活動全体に更なる意義と 社会

的評価を加えてく れるこ と と 思います。

劇場メ ンバーの熱意と 地域の皆さ んの熱い応援によって支えられてきたこ の活動の一層

の発展のためには、 より 安定し た体制の構築と 施設の整備が必要です。

今回の提案は以下の二つにまと められます。

提案１ 鳥取市の公共施設的な位置付けを与えてもらう こ と によって、 活動の継続性を担

保すると と もに一層質の高い成果を生み出す。

提案２ 施設については、 老朽化・ 機能不足、 建築基準法、 消防法等諸法令への対応等の

課題も多いため、 一層の整備により 劇場活動の潜在力をさ らに顕在化する。

少子高齢化による人口減少の局面の中で、 経済的な「 量」 ではなく 、 精神的な「 質」

が、 地域に輝きを与え、 子供たちの未来のための糧と なり ます。 鹿野を、 鳥取をさ らに輝

かせるために、 以上2点について、 鳥取市鹿野町総合支所地域振興会議で、 ご議論、 ご検

討いただきたく 、 本提案書を提出いたし ます。
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鷲峯山麓ハーフマラソン実行委員会

「 鷲が翼を広げて飛び立つ姿」 と 形容さ れる 因幡の名峰・ 鷲峯山 ( じ ゅう ぼう さ ん） 921ｍ。

その名峰を仰ぎ見ながらのハーフマラソン公認コース。

記録をねらう もよし 、 晩秋の里の景観をめでるもよし 、 地元の食材や温泉を味わう もよし・・・ 。

戦国武将 山中鹿助、 亀井玆矩ゆかり の地で、 記念すべき第１ 回大会を開催し ます。

それぞれの “ ” run を楽し みにお出でく ださ い。

２

０

２

１
年

秋

、

開
催

決

定

！

じ ゅう ぼう

ハーフマラソン

さ んろく
第1回

ハーフコース

鳥
取
道

喫茶アイガー

浜
村

鹿
野

温
泉

IC

J
R

浜
村

駅ローソン

P

小鷲河地区公民館小鷲河地区公民館

逢坂小逢坂小

郵便局郵便局

鹿野学園
流沙川学舎

スタ ート ・ ゴール

河川敷駐車場河川敷駐車場

10kmコ ース

第1 回鷲峯山麓ハーフマラソンコ ース図（ 予定）

10kmコース高低差

31m

97m

ハーフコース高低差

8m

93m

ス
タ
ー
ト

ゴ
ー
ル

ス
タ
ー
ト

ゴ
ー
ル

標高

標高
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第１ 回鷲峯山麓ハーフマラソン大会概要

１ . 趣 旨 鳥取市気高鹿野地区ののどかな風景を楽し み、 記録を狙う ランナーと ランニング愛好者が

名峰鷲峯山を仰ぎ見ながらのレースを通し て交流を深める。

戦国の武将山中鹿助、 朱印船貿易で名をはせた亀井玆矩公縁の地、 温泉など大会を通じ

て地域の魅力を全国に発信する。

２ . 主 催 鷲峯山麓ハーフマラソン実行委員会、 NPO 法人鹿の助スポーツクラブ

３ . 共 催 鳥取県東部地区陸上競技協会、 鹿野まち普請の会、 逢坂むらづく り 協議会

小鷲河ふる里をまもる会、 勝谷元気づく り の会

４ . 後 援（ 予定）

鳥取県、 鳥取市、 鳥取県教育委員会、 鳥取市教育委員会

一般財団法人鳥取陸上競技協会、 一般財団法人鳥取県スポーツ協会

一般社団法人鳥取県障がい者スポーツ協会、 株式会社ふるさ と 鹿野

道の駅西いなば気楽里、 新日本海新聞社、 日本海ケーブルネッ ト ワーク

５ . 主 管 鳥取県東部地区陸上競技協会

６ . コース 鳥取市立鹿野学園流沙川学舎付近発着

公益財団法人日本陸上競技連盟公認ハーフマラソン・ １ ０ ｋ ｍコース

７ . 定 員 ハーフマラソン、 １ ０ ｋ ｍ 合計２ ， ０ ０ ０ 名

８ . 部 門 ハーフマラソン

 A 男子登録   B 女子登録

   C ３ ９ 歳以下男子 Ｄ ５ ９ 歳以下男子 Ｅ ６ ０ 歳以上男子

Ｆ ３ ９ 歳以下女子 Ｇ ５ ９ 歳以下女子 Ｈ ６ ０ 歳以上女子

１ ０ ｋ ｍ

   A 男子登録   B 女子登録

   C ３ ９ 歳以下男子 Ｄ ５ ９ 歳以下男子 Ｅ ６ ０ 歳以上男子

Ｆ ３ ９ 歳以下女子 Ｇ ５ ９ 歳以下女子 Ｈ ６ ０ 歳以上女子

※大会当日の満年齢でエント リ ーし てく ださ い

９ . 参加料 ハーフマラソン４ ,０ ０ ０ 円、 １ ０ km３ ,０ ０ ０ 円、 １ ０ km（ 高校生） ２ ,０ ０ ０ 円

１ ０ . 表 彰 ①各部門３ 位までに 賞状、 副賞

８ 位までに 賞状

②完走者に記録証を発行

③参加者全員に参加賞

④特別賞 飛び賞、 最遠来賞 26


